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【研究報告】
大久保　街亜（心理科学研究センター研究員／専修大学教授）
「Which Side Do You Choose? Facial Asymmetry in Trustworthiness
　―どちらを選ぶ？信頼感における顔の左右差―」
１
ご来場の皆様は，素晴らしい科学者であるお三方の講演を楽しみにしてお越しくださったと思
うのですが，その前に私も，自分の研究についてお話しさせていただければと思います。私のトー
クのタイトルは，「どちらを選ぶ？信頼感における顔の左右差」というものです。私は，顔の左右
差と非対称性における行動の違いに興味を持ち，研究を行っています。
2 3
まず，信頼と協調についてお話しします。協調の基礎となるのが，信頼です。協調は，ヒトの
コミュニケーションの高度な形態であり，信頼と協調には強い関係性があります。例えば，信頼
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できる人と協調することはできても，信頼できない人と協調することは難しいですよね。とてもシ
ンプルです。もうひとつ言えるのは，協調行動は，人間社会で普遍的に見られる特徴だというこ
とです。古代からヒトは，集合体を成して狩猟をしましたし，大規模農業にも長い歴史があります。
現代では商業活動がありますね。良い例えがあるのですが，人々が集合して働く組織のことを何
というでしょう。そうです，会社，英語で言うとコーポレーション（＝協力，協調）ですね。協調
行動は，世界中でみられるものです。ですが，ひとつ覚えておくべきことがあります。それは，
長期的な協調は，信頼できる人とのみうまくいくということ。言い換えますと，裏切り者，つまり
信頼できない人を感知して避けることができれば，長期的な協力が実現されるということです。
4 5
このアイディアに基づいて，Leda Cosmidesは，裏切り者，つまり利益に対する対価を支払わ
ないフリーライダーがコミュニケーションから排除された場合にのみ，協調行動は進化する，と
いう仮説を立てました。彼女は，ヒトは裏切り者を検知する生得的メカニズムを脳内に備えてい
るという仮説を提唱しました。この仮説を支持すると，ヒトは裏切り者を外見で検知することが
できることになります。どの人が裏切り者で，どの人が協調者なのか，見た目で区別がつくとい
うのです。例えば，Frank, Gilovich, and Reganの研究では，囚人のジレンマゲームを行う前に，
参加者同士が30分間の会話をしてから，会話の相手の協調行動を予測しました。相手が裏切る
のか，それとも協調するのか。裏切り者検知は決して容易ではないですが，参加者たちは偶然よ
りも高い確率で，正確に予測することができたのです。あちらにいらっしゃる小田先生は，より
高度な手法を使って，このような研究を再現されました。他にも色々な再現が報告されています
ので，我々の裏切り者検知力が科学的に証明されたことになりますね。しかしながら，私にはい
くつか異論があります。
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6
まず，裏切り者検知は，現実世界において完璧には程遠いものです。実際，大学に勤務して
いると，多くのアカデミック・チーティング（学問不正行為）に対処しなければなりません。1月，
2月，3月の3ヶ月間は，入学試験をチェックしなければなりませんので特に多く，非常にハードと
言えます。さらに，刑罰の対象となるような裏切り行為も少なくありません。右下の写真のような
恋愛関係でいえば，右の女性が裏切り者，中央の男性が気の毒な人ですよね。
7 8
皆さんも同意くださると思うのですが，現実世界では裏切り者検知はうまくいきません。私が
皆さんにお伝えしたいことは，とてもシンプルです。裏切り者検知は，なぜ日常の社会的交換に
おいてうまくいかないのか。科学的には可能なのに，日常で実際に行うことは難しい。これは一
体なぜか。この疑問に答えるために，一連の実験を行いました。本日は，そのうち3つの実験に
ついてご紹介します。
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9 10
一つめの実験は，なぜ日常の社会的交換の中で裏切り者検知は容易ではないのか，という最
初の疑問に直接関係します。我々は，表情が顔の信頼感に与える効果について調査しました。こ
の疑問に対する作業仮説は，裏切り者は非協調的な態度のシグナルを繕う，ということです。では，
非協調的な態度とは何でしょう。逆に，協調的な態度のシグナルとは何ですか。ヒトは何をシグ
ナルとして検知し，裏切り者かそうでないかを判断するのでしょうか。重要な鍵は笑顔だ，と私
は思います。笑顔は，社会的協調にとって最も重要なシグナルです。スライド10のような写真か
ら協調のシグナルを自然に感じとることができるように，社交的だとか，親近感があるとか，信
頼できそうに見える，というのは直感で感じるものですよね。そういったいくつかの情報は，直
感で判断することができるのです。もちろん，小さい子は可愛いし愛嬌もありますね。その他の
写真の人々も，常にそうとは限らないかもしれませんが，社交的にみえます。
11
Engell, Oosterhof, and Todorovをはじめとする多くの研究者が，信頼感と顔の表情について
の研究をしています。彼らの調査結果によると，見た目の信頼感と陽性感情の表出の間には，正
の相関が認められました。この陽性感情とは，笑顔や喜びの表情を意味します。一方で，見た目
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の信頼感と怒りのような陰性感情には，負の相関があります。こちらの笑顔の男性は信頼できそ
うですが，怒り顔の男性は信頼できなそうですよね。つまり，笑顔は協調と信頼感のシグナルに
なると言えるのです。
12 13
しかし，問題があります。笑顔は最も模倣しやすい表情なのです。多くの人は，楽しくなくて
もよく笑顔を作りますよね。皆さんも，作り笑顔と，デュシェンヌ・スマイル，つまり本当の笑顔
の違いがおわかりになるのではないでしょうか。これまで，まったく面白くないジョークに笑わな
ければいけなかった苦しい経験が，きっとあるのではないかと思います。例えば，皆さんがお店
で働いているとしましょう。怒っていても悲しくても，常に笑顔でいなければなりませんよね。こ
のように，多くの人は楽しくなくても笑います。この点を考慮して私が立てた仮説は，裏切り者
検知が容易にできないのは，裏切り者が作り笑顔を浮かべて非協調的な態度を偽装しようとして
いる，というもので，裏切り者の能力に起因しています。裏切り者が強い怒りや攻撃性を内に秘
めていても，魅力的な作り笑顔をすることで，本当の感情を隠すことができることを意味してい
ます。
14 15
〈104〉Face and communication: Cognitive basis and its evolution
この仮説を検討するために，我々はモデル選定と評定課題という2段階構成の評定実験を行い
ました。はじめに，モデル選定についてご説明します。我々は信頼ゲームを使って，裏切り者と
協調者のモデルを選定しました。
16 17
18
モデルの選定段階で，モデル候補者86人が参加しました。信頼ゲームとは，仮想相手と行う
経済ゲームです。候補者は，仮想相手と協調するかそれとも相手を騙すのか選択し，ゲーム終
了後に各自の成績によって金銭報酬を受け取ります。我々はゲーム後，それぞれの候補者が相
手を騙した回数をカウントし，上位24名のモデルを裏切り者，下位24名のモデルを協調者として
定義しました。上位のモデルは平均24回相手を騙し，下位モデルが相手を騙したのはたった7回
だけでした。標準偏差からもご覧いただけますように，この差は大きいです。こうして裏切り者
と協調者のモデルを選定した後，モデルに笑顔，怒り顔，中性顔の3つの表情を浮かべてもらい，
顔写真を撮影しました。その写真を利用して，評定課題へ進みます。
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19 20
次の段階では，裏切り者と協調者のモデルに面識のない評定者が，モデルの顔写真を観察し，
信頼感と感情の強さを評定しました。この課題はとてもシンプルです。まず顔を見て，その人物
がどれほど楽しいか，怒っているか，どれくらい信頼できるのか，評定しました。皆さん，この
顔を信頼できると感じてくださるとよいのですが。
21
結果も同じく，とてもシンプルでした。これが顔の信頼感の結果です。縦軸にプロットしてい
るのが信頼感で，黒いグラフが裏切り者，白が協調者を示しています。向かって左が笑顔，右が
怒り顔の結果です。怒り顔では，裏切り者は協調者よりも信頼できないと評定されました。怒り
顔において，裏切り者検知が正しく行われた証拠です。しかし，笑顔ではこの検知機能が排除さ
れたり，消されたりしたことがわかります。
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22
こちらが感情の強さの結果です。ご覧いただけますように，笑顔，怒り顔ともに，裏切り者は
協調者よりも感情を強く表出しています。
23
改めて結果をまとめますと，怒り顔では，裏切り者は協調者よりも信頼感が低く，笑顔では，
この差が消されてしまうのです。感情の強さにおいて，裏切り者は協調者よりも感情を強く表出
します。以上の結果から，裏切り者は笑顔を強く浮かべることで，裏切り者として検知されるこ
とを逃れていると言えると思います。
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24
これらの結果に基づいて，二つめの実験に進みます。ここでの疑問は，裏切り者はどのように
笑顔を使って，裏切り者として検知されるのを避けているのだろうか，というものです。この疑
問に答えるために，我々は顔の信頼感の判断における表情表出の左右差が果たす役割について
検討しました。表情表出の左右差というのは，あまり聞き慣れない言葉だと思いますので，少し
ご説明させていただきます。
25
これまでの研究では，大脳右半球が感情表出に有利であると示されてきました。これは，左顔
が右顔よりも感情を強く表現することを意味しています。左顔が感情表出に有利なのは，右半球
が感情処理を担っていることに起因しています。右半球は左側の顔に直結しているため，左顔や
左手などをコントロールしているのです。
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26
我々は，表情表出の左右差について探るため，このような構成顔写真を使いました。こちらが
オリジナル顔で，こちらが右―右顔，こちらが左―左顔です。右―右顔は，モデルの顔の右側と
その鏡映像で構成しました。左―左顔はモデルの顔の左側とその鏡映像で構成しています。つ
まり，右―右顔は顔の右側の情報のみ，左―左顔は顔の左側の情報のみを含んでいます。皆さん，
どちらの顔がより感情を表出していると思いますか。難しいですよね。私の的はよく外れますが，
左―左顔が右―右顔よりも感情を出していると思います。皆さんも同じ意見だとよいですが，反
対の意見もあるかもしれませんね。次のスライドへ進みましょう。
27 28
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29
ひとつめの実験でお見せしたように，笑顔は協調のシグナルで，その表出は顔の右側より左側
の方が強いといえます。この事実に基づいて私が立てた仮説は，裏切り者は顔の左側を効果的
に使い，顔の信頼感を高めているのではないか，というものです。この仮説を検討するため，左
―左顔と右―右顔の構成顔刺激を用い，モデルの協調性（裏切り者 vs. 協調者）と表情（笑い，
怒り，中性），それぞれの組み合わせについて信頼感を判断する実験を行いました。スライド29
が刺激の例です。おわかりのように，これは私の顔ですが，あくまで例であり本物ではありません。
参加者は学生ですので，私の顔を見せるのは道徳的ではありませんね。なぜなら，教授の怒り顔
に生徒は恐怖を覚えますから。
30 31
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32
さて，スライド30の下の写真が右―右顔で，上の写真が左―左顔です。参加者は，右―右顔，
左―左顔，どちらの顔が信頼できるか選びます。これを，怒り，中性，笑いの3つの表情につい
て行います。とてもシンプルです。その後，我々はスライド31の数式を使い，左右反応バイアス
を算出しました。つまり，右―右顔の選択数から左―左顔の選択数を引き，この差を合計回答数
で割りました。この方程式によると，負の値は左顔バイアスで，正の値は右顔バイアス，つまり
正のスコアを示しています。ご覧のとおり，笑い顔において裏切り者は左顔に有意なバイアスが
ありましたが，協力者ではその傾向はありませんでした。信頼感の判断においては，裏切り者で
は左顔バイアスが見られ，協調者ではそのようなバイアスは見られませんでした。以上の結果から，
裏切り者は顔の右側よりも左側を効果的に使って笑顔を浮かべることで信頼感を高めている，と
言えると考えます。
33 34
では，最後の実験に進みましょう。先ほど左―左顔と右―右顔をご覧いただきましたが，どれ
も不自然ですね。現実では，このような刺激はないでしょう。裏切り者が左の顔を意図的に使う
かどうかは別にして，彼らは信頼感を高めようとしているのかどうか，というのが私の次の疑問
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です。構成顔写真は人工的すぎて不自然ですし，構成顔を使った検討は間接的すぎるかもしれま
せん。また，モデルには感情を表出しようとする意図はありませんでした。この意図について掘
り下げるために，Nichollsと彼の研究仲間が検討した，ポーズの左右バイアスを用いました。彼
らの研究によると，ヒトは行動の目的に応じ，顔の片側を見せる傾向があることがわかりました。
例えば，左顔を見せるバイアスというのがありまして，スライド34の左下のような家族写真で右
方向を向くことを意味します。中央の女性は，左側の顔をほんの少しだけ見せていますね。こう
することで，陽性感情を全体に出しているのです。反対に，右顔を見せるバイアスというのもあり，
これは左方向を向くことを意味します。ニュートンやダーウィン，アインシュタインなどの科学者
の肖像画がそうですね。感情が表出されやすい顔の左側を隠すことで，冷静沈着に見せているの
です。彼らが右側の顔を見せると，すごくクールに見えますね。
35
こういったポーズの左右バイアスを使い，再度，参加者に写真撮影をお願いしました。実験1
でご紹介した信頼ゲームの写真用にポーズをとってもらったのです。相手の信頼を得るために，
出来る限り信頼できそうな顔をしてもらいました。相手から「信頼できる」と評定されれば，よ
り多くお金がもらえますが，信頼できないと評定されればお金はあまりもらえません。参加者の
意欲に火をつけて，信頼感を高めようとする起爆剤となったわけです。
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36 37
こちらの実験は現在データ収集の段階なので，中間結果だけご報告します。現在までに右利き
の参加者56人分のデータを収集しました。目標は100人なので，データ収集は現在進行形です。
スライド36が参加者全体の結果です。ご覧いただけますように，左顔のバイアスが多いことがわ
かります。つまり，「できる限り信頼できる人に見えるポーズをとってください」と言われれば，顔
の左側を見せる傾向があるのです。もちろん右顔のバイアスのモデルもいますが，有意差があり
ます。また，裏切り者と協調者を比較してみたところ，スライド37に示されるように，顔の左側
を見せたのは裏切り者が多かったのです。しかし有意差はありませんので，もっとデータを収集
して，今後さらに分析を深めていく必要があります。いずれにしても，現在データ収集の段階で
すので，これは中間結果に過ぎません。
4138
最後に，本日お話しさせていただいた内容についてまとめます。今回の疑問は，なぜ日常の社
会的交換で裏切り者検知は失敗するのか，というものでした。裏切り者は顔の左側を効率的に使
い，巧みに偽の笑顔を浮かべて自身の非協力的な態度を隠しているから，というのがその答えで
す。また，顔の左側が感情を司る右脳とつながっているため，実験3では，信頼感を高く見せる
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ためにヒトは意図的に顔の左側を使う傾向があるということが示唆されました。
39
以上で，私の研究報告とさせていただきます。今回のように，顔や信頼感についてお話ししま
すと，必ずお一人かお二人はある人物の名前をおっしゃいます。そう，Ted Bundyです。有名な
シリアルキラーで，30～40人以上を殺したと言われています。見た目がとても魅力的でハンサム，
カリスマティックで大きな笑顔を見せることで知られていました。ご覧いただけますように，彼が
見せているのは顔の左側。といってもこれは逸話なので，100%の確信があるわけではありません。
ただ，裏切り者や何らかの反社会的態度を持った人というのは，自分の顔を巧みに使って，他人
を信頼させる傾向にあるということが言えると思います。もちろん全員がそうというわけではなく，
一部の人たちだけです。ですが，これはあくまで私の推測で仮説に過ぎません。皆さん，裏切り
者には気をつけてくださいね。ご清聴ありがとうございました。
大久保：短いご質問でしたらお受けできます。後ほどディスカッション・セッションがありますの
で，長いものでしたらその時にお答えさせていただきます。どうぞ。
質問者：大変興味深い研究ですね。トークの中で，構成顔は人工的だとおっしゃっていましたが，
実験では実物の顔とその鏡映像をお使いになったのですか。
大久保：まだ使っていません。今データを収集しているところなので，もうすぐ着手します。ご
提案ありがとうございます。
質問者：二つめの実験で，裏切り者は怒りでも強い感情を見せていました。裏切り者は怒りを適
度に表すことができると予測されていたと思います。裏切り者は，笑顔はうまくて，怒り顔はあま
りうまくないのですね。
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大久保：そうです。写真を撮影する際に，モデルに対してできる限り表情豊かに，と伝えました。
笑顔も怒り顔も同様にです。感情は本物ではないですが，これが結果を意味していると思います。
質問者：短い質問です。昔の研究で，幸せなどの肯定的な表情や感情は右半球に関連していて，
否定的な表情は左半球に関連している，というのがいくつかありますが。
大久保：その反対ですね。
質問者：お話の最後の写真を見せていただけませんか。
大久保：こちらですか。
質問者：はい，そちらです。この写真の男性の顔の右側と左側では反対の感情を表しているよう
に見えますが，そう思われますか。
大久保：たぶんそうですね。同意見です。
質問者：顔の表情に見られる感情の左右差について，どのようなお考えを持っていらっしゃいま
すか。
大久保：その点に関しては，いくつかの理論と経験的実証があります。まず，感情は右半球で処
理される，と提唱している理論や証拠があります。一方で，否定的な感情は右半球で，肯定的な
感情は左半球で効率よく処理される，と提唱するデータもあり，議論になっています。恐らく，
感情バランスに多少の差があるのかもしれません。構成写真の刺激に関しては，陰性感情におい
て大きな左右バイアスが確認されましたが，陽性感情では僅かな差でした。後ほどまたお話しま
しょう。
